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Ⅰ．平成２９年度 国民健康保険事業の状況



1.平成２９年度決算
・平成２９年度の決算は、保険給付費、共同事業拠出金などの支出が当初予定に比べ減少したなどの

　理由により、約５億３千万円の黒字となりました。
　（一般会計からの法定繰入１１億円に加え、市独自（法定外）の繰入４億円も含んでいます。）

平成２９年度収支平成２９年度収支平成２９年度収支平成２９年度収支

歳入：１６，２０１百万円

【歳入】

歳出：１５，６６８百万円

　単年度収支：（歳入）１６，２０１百万円－（歳出）１５，６６８百万円＝５億３千３百万円黒字５億３千３百万円黒字５億３千３百万円黒字５億３千３百万円黒字

Ⅰ.平成2９年度 国民健康保険事業の状況

4

　　金額　（百万円）

保険料 3,270
　国庫・府支出金

及び交付金
11,365

一般会計繰入金 1,514

その他収入 52

計 16,201

. 　　金額　（百万円）

保険給付費 9,107

保健事業費 109

拠出金及び納付金 6,138

その他支出 314

計 15,668

【歳出】



２.単年度黒字の要因

　５

・平成２９年度当初から予定していた累積赤字解消のための一般会計繰入額は2.7億円（4億円×

　4/6）のため、実質的な黒字額は2.6億円（5.3億円－2.7億円）となります。    

　国・府支出金の減   △3.3億円

　被保険者数減少による保険料収入の減   △1.6億円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　   △4.9億円

【主なマイナス（赤字）要因】（当初見込み比）

【主なプラス（黒字）要因】（当初見込み比）

　保険給付費の減   　3.6億円

　共同事業拠出金の減   　3.1億円

　保健事業の減   　0.3億円

　退職に伴う国保移行者への社保負担金の増   　0.3億円

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計   　7.3億円

Ⅰ.平成2９年度 国民健康保険事業の状況



・最大で３０億円まで膨れあがっていた累積赤字は、平成２９年度末の時点で、7.9億円
まで減少しています。

３.本市の累積赤字の解消

　６

Ⅰ.平成2９年度 国民健康保険事業の状況

４億円４億円４億円４億円×4/6×4/6×4/6×4/6

累積赤字最大値累積赤字最大値累積赤字最大値累積赤字最大値

（億円）
累積赤字と一般会計繰入金累積赤字と一般会計繰入金累積赤字と一般会計繰入金累積赤字と一般会計繰入金
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一般会計からの一般会計からの一般会計からの一般会計からの赤字補填赤字補填赤字補填赤字補填繰入繰入繰入繰入 ４億円　４億円　

・平成２9年度は約5億３千万円の黒字になり、累積赤字は約7億9千万円となっています。

参考資料①　単年度収支の推移

７

Ⅰ.平成29年度 国民健康保険事業の状況

　単
年
度
決
算

：

　
　
　累
積
赤
字

：

　
　
　

　

　

５億円　 ５億円　 ４億円　４億円　 ４億円　４億円　 ４億円　４億円　４億円　

計５０億円

（億円）　

４億円　



参考資料②　保険料収入・医療費・被保険者数の推移

・被保険者数は、後期高齢者医療制度への移行や社会保険に加入したことなどにより、減少しています。
　（後期高齢者医療制度への移行：331人、社会保険加入：1,003人など）
・保険料収入及び総医療費は、被保険者数の減少に伴い、減少しています。

８

Ⅰ.平成2９年度 国民健康保険事業の状況
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参考資料③　高齢者割合の推移

・少子高齢化が進む中、被保険者に占める年齢構成も年々高くなってきています。

９

Ⅰ.平成2９年度 国民健康保険事業の状況
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【前期高齢者の占める割合】

【70歳以上被保険者の占める割合】



参考資料④　１人当たり医療費の推移

・国の医療費の動向と同様に、１人当たりの医療費は、増加してきています。

１０

Ⅰ.平成2９年度 国民健康保険事業の状況
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【本市の国保1人当たり医療費】

【国：１人当たり医療費】
　

　（平成２９年度値は未公表）

【国の国保１人当たり医療費】



参考資料⑤　ジェネリック医薬品の利用促進

・平成２９年度末（平成３０年３月）調剤分において、ジェネリック医薬品の数量ベースの
　利用率は６４．７％と、国の使用促進ロードマップの目標設定値である６０％を大きく超
　えています。

１１

ジェネリック医薬品の数量ベースの利用率ジェネリック医薬品の数量ベースの利用率ジェネリック医薬品の数量ベースの利用率ジェネリック医薬品の数量ベースの利用率

国の目標値　６０％国の目標値　６０％国の目標値　６０％国の目標値　６０％(H30年度末H30年度末H30年度末H30年度末)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※※※※社会保険を含む社会保険を含む社会保険を含む社会保険を含む

（％）

Ⅰ.平成2９年度 国民健康保険事業の状況

②「ジェネリック医薬品に替えると医療費でどれ②「ジェネリック医薬品に替えると医療費でどれ②「ジェネリック医薬品に替えると医療費でどれ②「ジェネリック医薬品に替えると医療費でどれ
だけの差額が出るか」のお知らせを開始（市）だけの差額が出るか」のお知らせを開始（市）だけの差額が出るか」のお知らせを開始（市）だけの差額が出るか」のお知らせを開始（市）

③処方薬ごとのジェネリック医薬品への変更の可否③処方薬ごとのジェネリック医薬品への変更の可否③処方薬ごとのジェネリック医薬品への変更の可否③処方薬ごとのジェネリック医薬品への変更の可否
を明示するように処方箋様式を変更した。を明示するように処方箋様式を変更した。を明示するように処方箋様式を変更した。を明示するように処方箋様式を変更した。（国）（国）（国）（国）

①ジェネリック保険証カバーの配布を開始①ジェネリック保険証カバーの配布を開始①ジェネリック保険証カバーの配布を開始①ジェネリック保険証カバーの配布を開始（市）（市）（市）（市）　　　　

④保険証のカード化を開始（市）④保険証のカード化を開始（市）④保険証のカード化を開始（市）④保険証のカード化を開始（市）

裏面に「ジェネリック医薬品を希望しま
す」と記載

⑤原則としてジェネリック医薬品が使用され⑤原則としてジェネリック医薬品が使用され⑤原則としてジェネリック医薬品が使用され⑤原則としてジェネリック医薬品が使用され
るよう、医師が一般名処方した医薬品についるよう、医師が一般名処方した医薬品についるよう、医師が一般名処方した医薬品についるよう、医師が一般名処方した医薬品につい
て、調剤薬局が患者に丁寧に説明してもなおて、調剤薬局が患者に丁寧に説明してもなおて、調剤薬局が患者に丁寧に説明してもなおて、調剤薬局が患者に丁寧に説明してもなお
ジェネリック医薬品を調剤しなかった場合は、ジェネリック医薬品を調剤しなかった場合は、ジェネリック医薬品を調剤しなかった場合は、ジェネリック医薬品を調剤しなかった場合は、
その理由を診療報酬明細書に記載することとその理由を診療報酬明細書に記載することとその理由を診療報酬明細書に記載することとその理由を診療報酬明細書に記載することと
なった。（国）なった。（国）なった。（国）なった。（国）



　

Ⅰ.平成2９年度 国民健康保険事業の状況

参考資料⑥　府内市町村国保のジェネリック医薬品利用状況
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　Ⅱ．収納状況



1.収納状況の推移（現年度分）

 
・平成２９年度の現年度分は、前年度（平成２８年度）に比べて調定額が減少したこともあり、
　収納額は145,407千円の減少となりましたが、収納率は約0.7ポイントの増加となりました。

Ⅱ.収納状況

１４

年度

　調定額(千円)

収納額(千円)

収納率( ％ )

H２5

3,932,168

3,473,539

88.3

H２6

3,625,306

3,231,469

89.1

 H２7

3,557,901

3,196,033

89.８

Ｈ２8

3,449,648

3,128,703

90.7

Ｈ２9

3,263,740

2,983,296

91.4

府設定の標準収納率（平成30年度は90.83%）を下回る収納率では、府へ納める
事業費納付金を支払う原資の確保ができなくなるため、それを上回るための取り組
みが必要となります。

88.3
89.1

89.8

90.7
91.4 

20

30

40

50

H25 H26 H27 H28 H29

75

80

85

90

現年度分収納額の推移現年度分収納額の推移現年度分収納額の推移現年度分収納額の推移（億円） （％）

収納額

調定額

収納率

標準収納率　90.83標準収納率　90.83標準収納率　90.83標準収納率　90.83



２.収納状況の推移（過年度分）

年度

　調定額(千円)

収納額(千円)

収納率( ％ )

H２5

　878,413

　192,149

21.8

H２6

1,028,189

　224,616

21.8

 H２7

1,090,417

　267,046

24.4

Ｈ２8

1,068,802

　285,029

26.6

Ｈ２9

1,000,245

　280,277

28.0

Ⅱ.収納状況

・平成２９年度の過年度分は、前年度（平成２８年度）に比べて、収納額は4,752千円の減少と
　なりましたが、収納率は約1.4ポイントの増加となりました。　　　　　　　

１５

21.8 21.8

24.4

26.6
28.0 
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H25 H26 H27 H28 H29
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15

20

25

30

過年度分収納額の推移過年度分収納額の推移過年度分収納額の推移過年度分収納額の推移

収納率

収納額

調定額

（億円） （％）



３.収納率向上の取組み

 ・健全な財政運営を行うことができるよう、収納率向上のために様々な取組みを行っています。

Ⅱ.収納状況

１６

（１）口座振替による保険料納付の推進

　

38.4 
40.8 41.8 

43.5 

46.8 
49.3 

51.8 

55.1 
56.9 

30

35

40

45

50

55

60

65

Ｈ２１ Ｈ２２ Ｈ２３ Ｈ２４ Ｈ２５ Ｈ２６ Ｈ２７ Ｈ２８ Ｈ２９

（％）

　   年　度   　　　　　　　　　　　　取　　  組　　  内　　  容

 平成２５年度
 ①口座振替を原則化（規則化）し、キャンペーン開始
 ②キャッシュカードによる口座振替（ペイジー）の取扱開始

 平成２７年度
 ③口座振替原則化の徹底（国保新規加入時、口座振替申込者のみ保険証即時交付等）

 ④分割納付の取扱開始

①
②　　　　

③
④

口座振替率の推移と取組み



Ⅱ.収納状況

１７

（２）厳格な滞納処分の実施と催告の見直しなど

　　・払えるのに払わない滞納者に対する差押等を厳格に行うことで、過年度滞納が無くなるとともに、
　　　現年度滞納への抑止効果となり、過年度収納のみならず、現年度収納の向上を図っています。
　　・催告の実施内容を見直し、効果的・効率的な催告を実施することにより、収納率の向上を図ってい
　　　ます。

　   年　度   　　　　　　　　　　　　取　　  組　　  内　　  容

 平成２６年度
 〇債権管理機構の設置

　・市税との連携した滞納整理を開始　　　　　　　　　

平成２７年度

 〇財産調査を行うことにより、厳格な滞納処分を実施
 〇納付相談時における分納誓約額の増額交渉を徹底
 〇現年度催告を不定期実施から、年4回の定期的実施へ変更
 〇差押事前通知等の催告を実施

平成２８年度  〇発送日から約１ヶ月後の納期限を１０日後へ短縮



４.滞納処分の状況

Ⅱ.収納状況

1８

・平成２９年度に執行した差押などの滞納処分の件数は、合計１８６件でした。    

単位：件○滞納処分件数の推移

　 平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２9年度

滞納処分合計滞納処分合計滞納処分合計滞納処分合計   55  55  55  55   54  54  54  54 163163163163 159159159159 186186186186

差　　押   34   26 133 136 165

①預　貯　金　   29   14   94   89 119 

②保　　　険　     5   10   34   44   37 

③不　動　産　     0     1     2     0     0 

④国税還付金　     0     1     3     3     9 

参加差押
（不動産等）

    2     7   11     7     4

交付要求
（裁判所等）

  19   21   19   16   17



５.執行停止の状況

Ⅱ.収納状況

1９

　 件数 金　額

財産無し 13件 5,055 

所在不明   0件 0 

生活困窮
(生保受給)

28件 3,383 

合計 41件 8,438 

平成２８年度　執行停止内訳 平成２９年度　執行停止内訳

単位：千円

・滞納者については、生活困窮などの事情がある場合には、滞納処分の手続きを
　保留する取扱い（執行停止）をしています。
・平成２９年度の執行停止件数は、３３件で16,673千円でした。　

　 件数 金　額

財産無し   9件 8,481 

所在不明   2件 222 

生活困窮
(生保受給)

22件 7,970 

合計 33件 16,673 

単位：千円



　Ⅲ．平成３０年度　国民健康保険料の状況



・１人当たり保険料は119,633円となり、府算定による平均保険料（146,556円）より
　約27,000円の減となりました。

２１

Ⅲ.平成30年度 国民健康保険料の状況

区分区分区分区分 所得割所得割所得割所得割 均等割均等割均等割均等割 平等割平等割平等割平等割 賦課限度額賦課限度額賦課限度額賦課限度額

医療分 7.98％ 27,311円 29,668円 ５４万円

後期支援分 2.69％ 9,178円 9,970円 １９万円

介護納付分 2.32％ 17,062円 － １６万円

【一人当たり平均
保険料：146,556円】

○府統一保険料率

1.平成３０年度の保険料

◎本市Ｈ３０料率

【一人当たり平均
保険料：119,633円円円円】

区分区分区分区分 所得割所得割所得割所得割 均等割均等割均等割均等割 平等割平等割平等割平等割 賦課限度額賦課限度額賦課限度額賦課限度額

医療分 7.86％ 27,700円 26,900円 ５８万円

後期支援分 2.59％ 9,200円 8,800円 １９万円

介護納付分 1.91％ 13,900円 － １６万円

　
◎財源（①保険基盤安定繰入金：545,495千円、②府激変　
緩和：46,648千円、③滞繰保険料40％：100,723千円）投
入等の結果、以下の料率に引き下げることができました。



2.平成30年度のモデル世帯保険料

 １人世帯（世帯主）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１人世帯（世帯主）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１人世帯（世帯主）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１人世帯（世帯主）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（    円円円円    ））））

総所得
収入額
（概算）

29年度
（１）

30年度
（２）

差
（２）－（１）

33万円 約98万円 22,140 25,950 3,810

200万円 約311万円 291,568 292,912 1,344

400万円 約568万円 552,368 540,112 △12,256

600万円 約800万円 808,381 787,312 △21,069

800万円 約1,021万円 890,000 930,000 40,000

1,000万円 約1,232万円 890,000 930,000 40,000

 ３人世帯（世帯主・配偶者・子ども１人）　　　　　　　　　　 ３人世帯（世帯主・配偶者・子ども１人）　　　　　　　　　　 ３人世帯（世帯主・配偶者・子ども１人）　　　　　　　　　　 ３人世帯（世帯主・配偶者・子ども１人）　　　　　　　　　　                                    　（　（　（　（    円円円円    ））））

総所得
収入額
（概算）

29年度
（１）

30年度
（２）

差
（２）－（１）

33万円 約98万円 57,960 52,260 △5,700

200万円 約311万円 410,968 380,612 △30,356

400万円 約568万円 671,768 627,812 △43,956

600万円 約800万円 889,196 875,012 △14,184

800万円 約1,021万円 890,000 930,000 40,000

1,000万円 約1,232万円 890,000 930,000 40,000

平成29･30年度の保険料の比較平成29･30年度の保険料の比較平成29･30年度の保険料の比較平成29･30年度の保険料の比較

・平等割の導入（３方式化）により、多人数世帯に対する負担が軽減されています。

Ⅲ.平成30年度 国民健康保険料の状況

２２

 ２人世帯（世帯主・配偶者）　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２人世帯（世帯主・配偶者）　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２人世帯（世帯主・配偶者）　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（２人世帯（世帯主・配偶者）　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（    円円円円    ））））

総所得
収入額
（概算）

29年度
（１）

30年度
（２）

差
（２）－（１）

33万円 約98万円 44,280 41,190 △3,090

200万円 約311万円 365,368 343,712 △21,656

400万円 約568万円 626,168 590,912 △35,256

600万円 約800万円 856,316 838,112 △18,204

800万円 約1,021万円 890,000 930,000 40,000

1,000万円 約1,232万円 890,000 930,000 40,000

 ４人世帯（世帯主・配偶者・子ども２人）　　　　　　　　　　 ４人世帯（世帯主・配偶者・子ども２人）　　　　　　　　　　 ４人世帯（世帯主・配偶者・子ども２人）　　　　　　　　　　 ４人世帯（世帯主・配偶者・子ども２人）　　　　　　　　　　                                    　（　（　（　（    円円円円    ））））

総所得
収入額
（概算）

29年度
（１）

30年度
（２）

差
（２）－（１）

33万円 約98万円 66,510 63,330 △3,180

200万円 約311万円 395,128 375,292 △19,836

400万円 約568万円 700,268 664,712 △35,556

600万円 約800万円 890,000 906,097 16,097

800万円 約1,021万円 890,000 930,000 40,000

1,000万円 約1,232万円 890,000 930,000 40,000



参考資料　平成３０年度近隣市モデル世帯保険料

・広域化初年度である平成３０年度の隣接する近隣市のモデル世帯保険料は以下のとおりです。

２３

 １人世帯（世帯主）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１人世帯（世帯主）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１人世帯（世帯主）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（１人世帯（世帯主）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（    円円円円    ））））

総所得
収入額
（概算）

箕面市 豊中市 池田市

33万円 約98万円 25,950 23,164 24,836

200万円 約311万円 292,912 279,784 319,758

400万円 約568万円 540,112 522,384 603,558

600万円 約800万円 787,312 764,984 878,606

800万円 約1,021万円 930,000 930,000 890,000

1,000万円 約1,232万円 930,000 930,000 890,000

 ４人世帯（世帯主・配偶者・子ども２人）　　　　　　　　　　 ４人世帯（世帯主・配偶者・子ども２人）　　　　　　　　　　 ４人世帯（世帯主・配偶者・子ども２人）　　　　　　　　　　 ４人世帯（世帯主・配偶者・子ども２人）　　　　　　　　　　                                    　（　（　（　（    円円円円    ））））

総所得
収入額
（概算）

箕面市 豊中市 池田市

33万円 約98万円 63,330 58,029 62,794

200万円 約311万円 375,292 357,315 404,424

400万円 約568万円 664,712 638,602 730,087

600万円 約800万円 906,097 881,202 890,000

800万円 約1,021万円 930,000 930,000 890,000

1,000万円 約1,232万円 930,000 930,000 890,000

（参考）各市保険料率（参考）各市保険料率（参考）各市保険料率（参考）各市保険料率

賦課

限度額

(万円）

医療分 7.86 27,700 26,900 58

後期支援分 2.59 9,200 8,800 19

介護納付分 1.91 13,900 - 16

医療分 7.86 25,767 22,840 58

後期支援分 2.29 8,424 6,537 19

介護納付分 1.98 13,645 - 16

医療分 8.78 27,311 22,618 54

後期支援分 3.09 9,178 6,616 19

介護納付分 2.32 17,062 - 16

市名 内訳
所得割
（％）

均等割
（円）

平等割
（円）

箕面市

豊中市

池田市

Ⅲ.平成30年度 国民健康保険料の状況


